
配　線　図　（車両タイプ１の場合）配　線　図　（車両タイプ１の場合）配　線　図　（車両タイプ１の場合）配　線　図　（車両タイプ１の場合）

車速ロック車速ロック車速ロック車速ロック

装装装装        置置置置

赤色

黒色

橙色

　ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）　ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）　ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）　ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）

ドア内部に装置を設置する車両の場合、ボディーアースはドア金属部分に接続せずに、

任意のバッテリーマイナス配線か、ドア以外の金属部に接続してください。

ドア金属部は電気的に導通していない場合があり、正常動作しない場合があります。

本線は必ず接続する必要があります

スイッチ
ヒューズ

ＡＣＣ電源ＡＣＣ電源ＡＣＣ電源ＡＣＣ電源

※装置の主電源です。

※装置自体のON/OFFスイッチを付ける場合は、この線に割り込ませてください。

※ヒューズ（3Ａ程度）を付ける場合は、この線に割り込ませてください。

本線は必ず接続する必要があります

　　ＡＣＣオンのときに＋１２Ｖが出ていて、キーオフと同時に

　　０Vとなる線に接続してください。

集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線

ドアロックスイッチ操作時にボディーアースと短絡する線と接続してください

本線は必ず接続する必要があります

紫色

Ｐポジション信号、ＲＶＳポジション信号など、アンロックさせたい

タイミングで１２Ｖとなる線に接続します

本線は任意接続です。アンロック制御をする場合必要です。

車速に応じたパルスが出力される線に接続します

（ナビゲーション装着車両ですと、ナビ裏に信号配線がある場合があります）

本線は必ず接続する必要があります

集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線

ドア　アンロックスイッチ操作時にボディーアースと短絡する線と接続してください

本線は任意接続です。アンロック制御をする場合必要です。

強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御

車速信号線　走行時パルス出力車速信号線　走行時パルス出力車速信号線　走行時パルス出力車速信号線　走行時パルス出力

茶色

青色

再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御

ロックアクチュエータ駆動線など、操作時に１２Ｖとなる線に接続します。

（本線に１２Ｖが検出されると、規定速度で再ロック動作となります）

本線は任意接続です。アンロック監視をする場合必要です。

ドアロックスイッチ

ロック時

０Ｖ０Ｖ０Ｖ０Ｖとなる線

運転席

ドアロック

アクチュエータ

ドアロック

コントローラ

アンロック時

一瞬１２Ｖ１２Ｖ１２Ｖ１２Ｖとなる線

アンロック時

０Ｖ０Ｖ０Ｖ０Ｖとなる線

黄色

白色

強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御

サイドブレーキ信号、Ｌ 信号など、アンロックさせたいタイミングで

ボディーアースとなる線に接続します。

本線は任意接続です。アンロック制御をする場合必要です。

黄色・青色の配線はご希望のアン

ロック動作条件にあわせて接続し

てください。どちらか一方、両方、

未接続でも車速感応ロックは可能

です。

再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御

ドアオープン信号など、操作時にボディーアースとなる線に接続します。

（本線のボディーアースが検出されると、規定速度で再ロック動作となります）

本線は任意接続です。ドアオープン監視をする場合必要です。

茶色・青/白色の配線はご希望の

再ロック動作条件にあわせて接続

してください。どちらか一方、両方、

未接続でも車速感応ロックは可能

です。

緑色

運転席のシートベルト信号線に接続します。 未装着時にボディーアースとなる配線です。

トヨタ車の場合は必ず接続が必要です。

シートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアースシートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアースシートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアースシートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアース

青／白



配　線　図　（車両タイプ４の場合）配　線　図　（車両タイプ４の場合）配　線　図　（車両タイプ４の場合）配　線　図　（車両タイプ４の場合）

本体ユニット　＋　リレーオプション（ＡＲＬ０３）　

の構成になります

赤色

黒色

橙色

　ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）ボディーアース（車体の金属部分にネジ止めしてください）

スイッチ
ヒューズ

ＡＣＣ電源ＡＣＣ電源ＡＣＣ電源ＡＣＣ電源

駆動リレーユニットの橙線に接続してください

本線は必ず接続する必要があります

紫色

黄色

白色
車速信号線　走行時パルス出力車速信号線　走行時パルス出力車速信号線　走行時パルス出力車速信号線　走行時パルス出力

駆動リレーユニットの紫線に接続してください

本線は必ず接続する必要があります

青色

茶色

２２２２ ３３３３

ドア内部に装置を設置する車両の場合、ボディーアースはドア金属部分に接続せずに、

任意のバッテリーマイナス配線か、ドア以外の金属部に接続してください。

ドア金属部は電気的に導通していない場合があり、正常動作しない場合があります。

本線は必ず接続する必要があります

　　ＡＣＣオンのときに＋１２Ｖが出ていて、キーオフと同時に０Vとなる線に接続してください。

強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御強制アンロック条件信号線１　ボディーアースでアンロック制御

強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御強制アンロック条件信号線２　１２Ｖでアンロック制御

黄色・青色の配線はご希望のアンロック動作条件にあわせて接続してください。

どちらか一方、両方、未接続でも車速感応ロックは可能です。

車速に応じたパルスが出力される線に接続します

（ナビゲーション装着車両ですと、ナビ裏に信号配線がある場合があります）

本線は必ず接続する必要があります

再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御再ロック条件信号線１　１２Ｖで再ロック制御

ロックアクチュエータ駆動線など、操作時に１２Ｖとなる線に接続します。

（本線に１２Ｖが検出されると、規定速度で再ロック動作となります）

本線は任意接続です。アンロック監視をする場合必要です。

再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御再ロック条件信号線２　ボディーアースで再ロック制御

ドアオープン信号など、操作時にボディーアースとなる線に接続します。

（本線のボディーアースが検出されると、規定速度で再ロック動作となります）

本線は任意接続です。ドアオープン監視をする場合必要です。

茶色・青/白色の配線はご希望の再ロック動作条件にあわせて接続してください。

どちらか一方、両方、未接続でも車速感応ロックは可能です。

運転席のシートベルト信号線に接続します。 未装着時にボディーアースとなる配線です。

トヨタ車の場合は必ず接続が必要です。

シートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアースシートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアースシートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアースシートベルト信号線　シートベルト未装着時ボディーアース
緑色

１１１１

※装置の主電源です。

※装置自体のON/OFFスイッチを付ける場合は、この線に割り込ませてください。

※ヒューズ（5Ａ～10A程度）を付ける場合は、この線に割り込ませてください。

本線は必ず接続する必要があります

青/白

集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線集中ドアロックスイッチ　アンロック側信号線

集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線集中ドアロックスイッチ　ロック側信号線

Ｐポジション信号、ＲＶＳポジション信号など、アンロックさせたい

タイミングで１２Ｖとなる線に接続します

本線は任意接続です。アンロック制御をする場合必要です。

サイドブレーキ信号、Ｌ 信号など、アンロックさせたいタイミングで

ボディーアースとなる線に接続します。

本線は任意接続です。アンロック制御をする場合必要です。

車速ロック車速ロック車速ロック車速ロック

装装装装        置置置置



注　意　！

LockCtrl / LockAct ならびに UnLockCtrl / UnLockAct 配線の結線場所を

間違えると装置破損、車両故障する可能性があります。

必ずテスターを用いて、取り付け手順に従った手順で取り付けを行ってください

駆動リレー駆動リレー駆動リレー駆動リレー

ユニットユニットユニットユニット

ARL-03ARL-03ARL-03ARL-03

ボディーアースボディーアースボディーアースボディーアース

リレー駆動用電源（リレー駆動用電源（リレー駆動用電源（リレー駆動用電源（ACCACCACCACCオンの時に１２オンの時に１２オンの時に１２オンの時に１２VVVV、キーオフと同時に０、キーオフと同時に０、キーオフと同時に０、キーオフと同時に０VVVVになる線に接続してください。）になる線に接続してください。）になる線に接続してください。）になる線に接続してください。）

リレー制御信号線１（装置本体の橙線に結線してください）リレー制御信号線１（装置本体の橙線に結線してください）リレー制御信号線１（装置本体の橙線に結線してください）リレー制御信号線１（装置本体の橙線に結線してください）

リレー制御信号線２（装置本体の紫線に結線してください）リレー制御信号線２（装置本体の紫線に結線してください）リレー制御信号線２（装置本体の紫線に結線してください）リレー制御信号線２（装置本体の紫線に結線してください）

ドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖ

取付け説明文中の　LockCtrlLockCtrlLockCtrlLockCtrl　の線に接続します

（ドアロック時に短い間だけ＋１２Ｖとなる線を切断後の制御ユニット側）

取付け説明文中の　UnLockCtrlUnLockCtrlUnLockCtrlUnLockCtrl 　の線に接続します

（アンロック時に短い間だけ＋１２Ｖとなる線を切断後の制御ユニット側）

ドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖ

ドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　アンロック時１２ｖ

取付け説明文中の　UnLockActUnLockActUnLockActUnLockAct　の線に接続します

（アンロック時に短い間だけ＋１２Ｖとなる線を切断後のアクチュエータ側）

ドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖドアロックアクチュエータ配線　ロック時１２ｖ

取付け説明文中の　LockActLockActLockActLockAct　の線に接続します

（ドアロック時に短い間だけ＋１２Ｖとなる線を切断後のアクチュエータ側）

黒色

赤色

橙色

紫色

ドアロックスイッチ

ロック時

１２Ｖとなる線

ドアロック

コントローラ

アンロック時

１２Ｖとなる線

切断

運転席

ドアロック

アクチュエータ

UnLockCtrlUnLockCtrlUnLockCtrlUnLockCtrl

LockCtrlLockCtrlLockCtrlLockCtrl LockActLockActLockActLockAct

UnLockActUnLockActUnLockActUnLockAct

間違い厳禁

１１１１ ２２２２ ３３３３

赤/黒

赤/白

緑/黄

白/青

※必ず装置本体の電源とは別の配線へ接続してください。

※必ずパワーウインド配線やヒューズBOXの１５A以上の電源へ接続してください。

※本線は必ず接続する必要があります。

ドア内部に装置を設置する車両の場合、ボディーアースはドア金属部分に接続せずに、

任意のバッテリーマイナス配線か、ドア以外の金属部に接続してください。

ドア金属部は電気的に導通していない場合があり、正常動作しない場合があります。

本線は必ず接続する必要があります


